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〒113-8657 東京都文京区弥生1-1-1 東京大学弥生キャンパス内
TEL. : 03-5841-8205
FAX. : 03-5841-8206

E-mail : yayoi@ofc.a.u.tokyo.ac.jp

東京大学 弥生講堂事務室

【都バス】
・御茶ノ水駅（JR中央線、総武線）より
・茶 51駒込駅南口又は東 43荒川土手操車所前行
・東大（農学部前バス停）下車徒歩 1分

【地下鉄】
・東京メトロ 南北線「東大前」駅下車 徒歩 1分
・東京メトロ 千代田線「根津」駅下車 徒歩 8分
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１．発表タイトル

「ラーメン用小麦品種『ちくしＷ２号』の育成」

２．発表者：古庄雅彦1･塚﨑守啓1･松江勇次1･内村要介1･山口修2･○馬場孝秀1･

髙田衣子1･宮崎真行1･浜地勇次1(1.福岡県農業総合試験場，2.中央農研北陸セ)

３．発表概要：福岡県では、県産小麦の新たな需要創出のため５年という短期

間で、「博多ラーメン」などの低加水で細いストレートめんに向く、ラーメン

用小麦品種「ちくしＷ２号」を育成しました。

４．発表内容：福岡県は北海道に次ぐ全国第２位の小麦生産県であるとともに、

「博多ラーメン」などの低加水で細いストレートめんを使用したとんこつラー

メンが有名です。しかし、これらの原料はほとんどを外国産に頼っているのが

現状です。一方、現在生産されている小麦はうどん用等が主であり、用途とし

てはすでに飽和状態にありました。このような中で、県産小麦の新たな需要創

出のために、とんこつラーメン用としての適性が優れる硬質小麦品種の育成が

望まれていました。

「ちくしＷ２号」は、2003年４月に福岡県農業総合試験場において、「東山

40号」を母、「西海186号」を父として人工交配を行った組合せに由来し、200

3年12月から2004年３月に養成したＦ1に対してトウモロコシ花粉を用いた半数

体育種法により固定化を図り、以降系統選抜を行ってきました。育成にあたっ

ては、県内の製粉業界等と一体となった福岡県ラーメン用小麦品種開発協議会

を発足させ、ラーメン適性の評価と選抜を行いました。2008年７月に品種登録

出願公表がなされ、同年10月に福岡県で準奨励品種に採用されました。

県の準奨励品種である硬質小麦「ミナミノカオリ」と比較して、成熟期は２

日早く、千粒重が重く、多収で、耐穂発芽性は‘難’で優れるという栽培上の

特長を持っています。小麦粉を挽く際の製粉性や小麦粉の灰分含量、粗蛋白含

量および粉の色相は同等ですが、アミログラム最高粘度は高く、アミロース含

量はやや低いという特性があります。ラーメンにした時の生めんの色相は優れ、

食味官能評価では、粘弾性が高く、茹で伸びし難く、食感は優れ、ラーメン官

能特性は優れています。

普及初年目である2009年産の作付面積は134haで、2009年11月から「ちくし

Ｗ２号」を原料とした商標名「ラー麦」使用のラーメンの販売が開始されまし

た。今後、県内のラーメン店で消費される約半量の原料を賄うことを目標に、

「ラー麦」が多くの皆さんに愛される福岡ブランドとなるよう関係者が一体と
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なって取り組みを進めているところです。

５．発表雑誌：福岡県農業総合試験場研究報告第28号（2009）

６．注意事項：なし

７．問い合わせ先：

福岡県農業総合試験場 農産部長 尾形武文

〒818-8546

福岡県筑紫野市大字吉木587

TEL 092-924-2937 FAX 092-924-2981

E-mail: t-ogata@farc.pref.fukuoka.jp

８．用語解説：

半数体育種法：葯や花粉などから得た半数体（染色体が親の半分になった個

体）の染色体倍加により純系の作出を一代で行う育種年限の大幅な短縮を

図ることのできる育種法。「ちくしＷ２号」では、小麦とトウモロコシを

交雑するとトウモロコシの染色体のみが特異的に消失することを利用した

トウモロコシ法を利用した。さぬきの夢2000やハナマンテン等もこの手法

により育成された。

灰分：カリウムやリンなどの無機成分で低い方が良い。

アミログラム最高粘度：小麦粉の糊化特性を示す指標で、経時的粘度変化

の中で粘度が最高に達したときの値。（単位：B.U.）300B.U.以下の場合、

低アミロといい、製めん、製パン、製菓ともに製品の品質に悪影響を及ぼ

す。

ラー麦：公募によって決定した福岡県産ラーメン用小麦の名称で、福岡県が

商標登録しており、製粉やラーメン関係業者の方々が本小麦を使った商品

の販売に際し、本小麦を指す名称として用いてもらうこととしている。（詳

細は、福岡県庁ホームページ「ラー麦」（福岡県産ラーメン用小麦）ホー

ムページhttp://www.pref.fukuoka.lg.jp/d05/ra-mugi.html）

９．添付資料：なし（記者発表当日に配布します）
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